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一般社団法人セーファ ーインターネット協会

Safer Internet Assaciatian 

スマ ー トフォン讐及で輌たなステ ー ジに1膏少年インタ ー ネット閾題への逓方自治体の取り編み最斬状況

官民協慟で保譲者向け教育啓発に取り組む秋田県の事例から

青少年インタ ーネット問題の解決の鍵は教育啓発にあると指摘されている反面、各地域での取り組みはまだまだ試行錯誤

の段階と言えるでしょう。その中でも特に難しいとされ、手付かずにもなりやすいのが保護者向けの教育啓発です。児童生徒向

けや教職員向けとは違い、保護者疸］けにはL 二 斉にーifil カ汲を学んでもらう」という埠珪i体が存在していな＿いためです。実際に、

学校などで保護者向けの研修の機会を設けても、全ての保護者が参加することは期待できません。

保護者向け教育啓発への

取り組み方

こうした状況に対して、初めて具体的な解決策を

提案したのが、淳門家后乱義ヒたどもたちのイン冬 —

ネット利用について考える研究会（子どもネット研）ー」

（座長坂元章お茶の水女子大教授）でした。その第

三期(2011年度）の調査研究活動テ ー マは「保護

者向け教育啓発のあり方」というもの。生涯学習・社

会教育の知見を元に提言をまとめただけでなく、自ら

の提案の実効性を検証すべく、2011年度には横浜

市で、続く2012年度からは東京都渋谷区において

も、連続型の保護者講座を実証実験的に開始し、

いずれも良好な手応えを得ることに成功します。

「未来の健全なユ ー ザー を育てていきたい」

インターネット事業者による

地に足のついた官民協慟の試み

教材作成や講師稼働にはコストがかかりますが、子ど

もネット研にも、趣旨に賛同してくれた自治体側にも、支

出を支える予算はありませんでした。「未来の健全な士 一

ザーを育てていくことは自身の発展にもつながる」と考え

る、ヤフ ー株式会社など大手事業者からの協賛で、従来

型の社会貢献活動を超えた実証事業が実現しました。

● Good Internet Life for Children

子どもたちの快適なインターネット利用環境のために

http://csr.yahoo.eo.jp/backnumber/2014/report/volume8/

し

•ロ






